
接種前後抗体価の推移（n＝21）（2010年3月21日博点中間幸辰告）   
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図年2期相当（1期をマウス昭由果ワクチンで嘩種）の接種前後抗体価の推移（n＝58）  

（2010年3月21日時点中間報告）   
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表5 2期相当（1期ジ畢－ビックVR）接種4－6過以内の有害事象内容（2010年3月21日時点中間報告）  

9  接種部位め発赤  直径1cm～5cm東浦  無し   重苦  ．回復   明らかに関連有り 

接種部位の発赤  直径1cm－うdm未満 
9  

表記入  非   重蔦．  ・由準   明うかに関連有り  

接種部位■の腫脹■   直径1cm～5chl未満  未記  非   重 明らかに関連者り   

9  上魚道炎  いつも．とほ呼変わりなく生活  内服   非   壷嵩  回復   開運無し   

9 直径1cm～5cm未満  無レ   非   重苦   復 明らかに関革有り   

接種部位の発赤  直往1cm†一 
10  

未垂入  非   軍蔦  時政   関連不朋  

鼻汁  いつもとほぼ変わりなく生活 未記入・  非重革    軽快   閏年無し   

10  発熱  38．8℃（接種後19日目） 無し   非   重篤  画復   関連があるかもレれない   

捌
 
 
 



いつもと 

9 咳噸   いっ撃とほぼ寧わりなく生活   無し 非重篤 寧復   関連無し  

鼻汁   いうもとほぼ変わり 鱒し 非重篤 回復、－  関連熱レ  

9 咽請痛   いつも七ほぼ変わりなく生活   



、一－∴揖皇㌔し】1云二鯨 〈一声tゝ  りt・  

ヤ贅二  
滞 闇組物程駐車 ー㍗寸  軽重 王無性 本刑との関連阻 

汁 いつもとはぼ変わりなく生活 無し   非重蔦   回復   関連無レ  

咳   いつもとほぼ変わりなく生活   無し 非重篤   回復 関連無し  

10   
いつもと融夏空わり串く生活   

痔痛 
内服   非重篤   軽   関連無し  

左眼周囲発疹、左結膜   いつもとほほ変わりなく生潅   
炎  

点眼、軟膏   非重篤 回復   関連無し  

接種如位の発赤 直径1cm′・′5cm未満   
10 - 

無し   非圭篇   纏   おそらく開運有り  

接綾部位の腫脹   直径1cmん5em未満   無し   非重篤   回纏   おそらく関連有り  

接種部位の発赤   直径1cmん5em未満 無し   非重革   回復 おそらく関連有り  

＿■L  

q〇  

いつもとほぼ変わりなく生i舌   無レ   非重篤  軽快   関連無し  

無し   10  下痢  いうもとばば変わりなく草活  非重篤  回復   関連■無し  

10  一鼻汁   いつもとほぼ変わりなく生活   無し   非重   回復   関連無し 

鼻汁   いつもとほぼ変わりなく生活   無し 非重篤   回復   関連無し  
10  

肘か部湿疹   いうもとほぼ変わりなく生活 内服と外用剤   非玉東 回   関連無し  

下痢 いつもとほぼ変わりなく生活   申服   非篇   回復   関連無し  

10   
草汁 小づもとほぼ変わりなく生活   無し   非重昂   回復   関連無し  

倦怠感   いつもとほぼ変わりなく生活   照し   群星篤   回   関連があるかもしれない  

10  鼻汁   いつもとほぼ変わりなく生活   鱒し   非重篤   回復   関連無し  

10  ．嘔吐 いう撃とほぼ変わりなく生活   無し   非重篇   回復   関連無し  

鑓   



接種部位の腫脹   直径1cm（■5cm未満   無し   非重篤   回復   明らかに関連有り 

⊂⊃  
接種部位の発赤   直径10em以上・   し   非重篤   回復   明らかに関連者り  

10  
接種即位の腫極   直径10em以上   無し   如畢蔦   回   明らかに幽遠有り  

鼻汁 いつもとほ畔変わりなく生活   無し   未記入 現在症鹿有り   関連無し  

咳噸   いつもとほぼ変わりなく草活 無レ   表記入   現在症状有り   関連無し  

10  接鱒部位の発表  直径1cm～5cm未満 無し   非重革   回復   明らかに関連有り  

下痢   L、つもとほぼ変わりなく生活   無し   非軍鱒   由復 関連があるかもしれなし  l  

10   
皮膚掻痔   いつもとほぼ変わりなく生活 外用剤 非壷嵩   

皮膚科経過鱒蕪 
関連無し  

接種即位の発赤   直径1叩ん5cm未満   
10  

無し   非重森   回 明らかに関連有り  

接種部偲の腫脹   直径†cm・－■5cm未満   無し 非重篤   回復   明らかに関連有り  

耳下嘩炎   いつもとほぼ寧わりなく生活 無し   非重革   寧準 関連無し  

10  鼻汁   いつもと融ぎ変わりなく生活   内服   非重篤   回復 



’ ミ 彊皇苛  立づ∵＋ 増車隼   筆鋒巌∴・二  ・廟善事由仁望 輝状摘巌 凄閻 転棉竿．＝  ‡本刑との関副打 

鼻汁   いつもとはぼ変わりなく生活   無し   非重篤   回復   関連無し  

皿  いつもと鱒ぼ変わりなく生漬   内 非重篤   快   関連無し  

発熱   38．2℃（痩種律8■日日）   内服   非重篤   回復   関連無レ  

皿  ‘咳堺   い？もとほぼ変わりなく生活   無し   非重篤   復   蘭連無レ  

11  鼻汁 いつ撃とほぼ変わりなく生活   無し   非玉東   回復   関連無し  

皿  鼻汁   いつもとほほ変わりなく生革 無し 非重篤   軽快   関連無し  

皿  ＝鼻汁（時期を離れて2回）   」小つもと 内服   非重篤   回復  関連無レ  

鼻汁   いつも阜鱒ぎ変わりなく生活 
写奉科受珍、   非重篤   
内服  

回復   関連無し  

皿  いつもとほぼ変わりなく生活   
耳鼻科受診、  

一  内服 
甲復   関連無し  

咽預痛   いつ車とほぼ変わぬく生碍 
耳鼻科受診、   非重罵   

内服  
回復   関連無し  

1’・ いつも中生満とは様子が違う 無   非重鼠   画復 関連があるかもしれない  

鼻汁   いつもとほぼ変わりなく生活   

11  
無レ 非重篤 回痩   関連無し  

咳蠍   いつもとほぼ変わりなく生活  無し   非重篤 画復   関連無し 

1◆1  鼻汁   し）つもとほぼ変わり寧く生活 ■：：   非重篤  回復   関連があるかもしれない  

接種部位の腫脹  畢径1c痛～5cm束満   無し   非重患   回復   明らかに関連有り  

発熱 37‘．5℃ 無レ   非重篤   回復 関連無し  

皿  咳嚇   小つもとほぼ変わりなく生活 無し   重蔦   回復   関連無し  

接種部位の発赤、かゆみ 直痙1cm～5cm未満   ＝‥   非圭   回復 明早かに関連有り  

頭痛 いつもと呼ぼ変わりなく生活   



表6－5 2期相当（1期マウス臓由来）接種4－6週以内の有害事象内容5（2、010年3月21日時点中間報告）  

12  右手首骨折  
いつもの生藷出ま様子がかなり  

1日入院し プス  ≡こ‘言‘・  
違う   ギ画定  鱒政 関連無し   

12  ′鼻汁  いつも阜ほば変わりなく生活 無し   非重篤  回復 未記入   

12  接種部位の発瓢  直径1cm～5cm兼帯   し   朋篤  回鱒   明らかに幽遠有り  

接種部位の発赤  直往車叩十5cm無計   し   非重篤  回琴   明らかに幽遠有り  

12   

接種部位の腫鱒  直径・1cm～5cm未満   無し   ず重窟  呵復   明うかに関連有り   

1云  接種部位の発赤 直径1cm～5cm未満   無レ   加蔦  回復 おそらく開運有り 



平成22年度における乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンの供給状況について  

平成22年度予定出荷量510万本のうち、接種シーズン前まで（7月末まで）の供給予定  

量が約196万本、3月末現在の在庫量は、約146万本※2）であることから、平成22年度接  

種シユズンにあたり、約ノ386万本が使用可能であると仮定される。（0．5ml換算）  

接種シーズン前までの供給量  

H22年度  H23年度  
前年在庫  

196万本   314万本   183万本  327万本  146万本  
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（平成23年度以後、同様）  

（参′考一）   

（1）第1期の標準的な睦種期間ヒ該当する者（勧奨）   

平成22年度  ：220万本．（初回接種110万人≠2回接種）  
平成23年度以降・：330万本（初回接種110万人 × 2◆回接種）  

（追加按摩110万人 × 

（12）第1期の接種の機会を逃した者  

1，100万本（初回110万人×2回接種×5年（平成17年～平成21年））  
550万本（初回追加110万人×1珂接種×5年（平成1．7年～平成21年）－）   

（3）第2期の標準的な接種期間に該当する者  

1‘10万本 （110方｛・×1回接種）  

注：本額討においては、単純化のために、年齢毎の〈口を110万人※1とし、接種率は   

100％とする。  

× 0歳から12歳までの各年齢の平均人口は1，124．600人である。（2009年虔総務省続計局統計  
調査部国勢統計課調べ）   




